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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月4日(2020.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波洗浄システムであって、
　レンズに機械的に結合される整数のＮＳ個のトランスデューサセグメントであって、Ｎ
Ｓが４より大きいか又は４に等しい偶数の整数であり、個々の前記トランスデューサセグ
メントが、前記レンズの中央軸から放射状に離間され、前記レンズの周囲の周りで互いか
ら角度的に離間される、前記トランデューサセグメントと、
　前記レンズを振動させるために前記中央軸の周りを回転する機械的進行波を生成するよ
うに、位相シフトされた発振信号を前記トランスデューサセグメントに提供するドライバ
回路と、
　を含む、超音波洗浄システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波洗浄システムであって、
　前記トランスデューサセグメントが、前記レンズの前記周囲の周りで等しく角度離間さ
れる、超音波洗浄システム。
【請求項３】
　請求項１に記載の超音波洗浄システムであって、
　前記ドライバ回路が、
　非ゼロ周波数で発振する第１の出力信号を生成する信号生成器回路と、
　前記非ゼロ周波数で発振する第２の出力信号を生成する位相シフト回路であって、前記
第２の出力信号が前記第１の出力信号から非ゼロ角だけ位相シフトされる、前記位相シフ
ト回路と、
　前記第１の出力信号を受信する入力と、前記第１の出力信号に基づいて第１の増幅され
た信号を生成する第１の増幅器出力とを含む第１の増幅器と、
　前記第２の出力信号を受信する入力と、前記第２の出力信号に基づいて第２の増幅され
た信号を生成する第２の増幅器出力とを含む第２の増幅器と、
　前記レンズを振動させるために前記機械的進行波を生成するように、前記第１の増幅さ
れた信号を前記トランスデューサセグメントの第１のセットに搬送し、前記第２の増幅さ
れた信号を前記トランスデューサセグメントの第２のセットに搬送する配路回路と、
　を含む、超音波洗浄システム。
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【請求項４】
　請求項３に記載の超音波洗浄システムであって、
　前記信号生成器回路が、前記第１の出力信号を前記非ゼロ周波数で発振する正弦波信号
として生成する、超音波洗浄システム。
【請求項５】
　請求項４に記載の超音波洗浄システムであって、
　前記配路回路が整数のＮＳ個のマルチプレクサを含み、前記個々のマルチプレクサが前
記トランスデューサセグメントの１つに対応し、前記個々のマルチプレクサが、
　前記第１の増幅器出力と結合される第１のマルチプレクサ入力と、
　前記第２の増幅器出力と結合される第２のマルチプレクサ入力と、
　第１のマルチプレクサ出力信号を前記対応するトランスデューサセグメントの第１の側
に搬送するように結合される第１のマルチプレクサ出力と、
　第２のマルチプレクサ出力信号を前記対応するトランスデューサセグメントの第２の側
に搬送するように結合される第２のマルチプレクサ出力と、
　選択信号を受信するための選択入力とを含み、
　前記個々のマルチプレクサが、受信した選択信号に従って、選択された発振信号を前記
対応するトランスデューサセグメントの前記第１及び第２の側の一方に提供するように動
作し得る、超音波洗浄システム。
【請求項６】
　請求項５に記載の超音波洗浄システムであって、
　前記配路回路が、構成入力信号に従って、前記選択信号を前記マルチプレクサに提供す
るルックアップテーブルを更に含む、超音波洗浄システム。
【請求項７】
　請求項５に記載の超音波洗浄システムであって、
　前記個々のマルチプレクサが、基準電圧と結合される第３のマルチプレクサ入力を更に
含み、
　前記個々のマルチプレクサが、前記受信した選択信号に従って、選択された発振信号を
前記対応するトランスデューサセグメントの前記第１及び第２の側の一方に提供し、前記
対応するトランスデューサセグメントの前記第１及び第２の側の他方を前記基準電圧に結
合するように動作し得る、超音波洗浄システム。
【請求項８】
　請求項３に記載の超音波洗浄システムであって、
　前記第２の出力信号が前記第１の出力信号から９０度位相シフトされる、超音波洗浄シ
ステム。
【請求項９】
　超音波レンズクリーナーを駆動する集積回路（ＩＣ）であって、
　非ゼロ周波数で発振する第１の出力信号を生成する信号生成器回路と、
　前記非ゼロ周波数で発振し、前記第１の出力信号から非ゼロ角だけ位相シフトされた第
２の出力信号を生成する位相シフト回路と、
　前記第１の出力信号を受信する入力と、前記第１の出力信号に基づいて第１の増幅され
た信号を生成する第１の増幅器出力とを含む第１の増幅器と、
　前記第２の出力信号を受信する入力と、前記第２の出力信号に基づいて第２の増幅され
た信号を生成する第２の増幅器出力とを含む第２の増幅器と、
　複数のドライバ信号出力端子対であって、前記ドライバ信号出力端子対のそれぞれが、
　レンズに機械的に結合される複数のトランスデューサセグメントの対応する１つのトラ
ンスデューサセグメントの第１の側に接続され得る第１の出力端子と、
　前記対応するトランスデューサセグメントの第２の側に接続され得る第２の出力端子と
を含む、前記ドライバ信号出力端子対と、
　前記レンズを振動させるために機械的進行波を生成するように、前記第１の増幅された
信号を前記出力端子第１のセットに搬送し、前記第２の増幅された信号を前記出力端子の
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第２のセットに搬送する配路回路と、
　を含む、ＩＣ。
【請求項１０】
　請求項９に記載のＩＣであって、
　前記信号生成器回路が、前記第１の出力信号を前記非ゼロ周波数で発振する正弦波信号
として生成する、ＩＣ。
【請求項１１】
　請求項９に記載のＩＣであって、
　前記配路回路が整数のＮＳ個のマルチプレクサを含み、前記個々のマルチプレクサが前
記ドライバ信号出力端子対の１つに対応し、前記個々のマルチプレクサが、
　前記第１の増幅器出力と結合される第１のマルチプレクサ入力と、
　前記第２の増幅器出力と結合される第２のマルチプレクサ入力と、
　第１のマルチプレクサ出力信号を前記対応するドライバ信号出力端子対の前記第１の出
力端子に搬送するように結合される第１のマルチプレクサ出力と、
　第２のマルチプレクサ出力信号を前記対応するドライバ信号出力端子対の前記第２の出
力端子に搬送するように結合される第２のマルチプレクサ出力と、
　選択信号を受信する選択入力と、
　を含み、
　前記個々のマルチプレクサが、受信した選択信号に従って、選択された発振信号を前記
対応するドライバ信号出力端子対の前記第１及び第２の出力端子の一方に提供するように
動作し得る、ＩＣ。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のＩＣであって、
　前記配路回路が、構成入力信号に従って前記選択信号を前記マルチプレクサに提供する
ルックアップテーブルを更に含む、ＩＣ。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のＩＣであって、
　前記構成入力信号を外部回路から前記ルックアップテーブルに提供する少なくとも１つ
の構成入力端子を更に含む、ＩＣ。
【請求項１４】
　請求項１１に記載のＩＣであって、
　前記個々のマルチプレクサが、基準電圧と結合される第３のマルチプレクサ入力を更に
含み、
　前記個々のマルチプレクサが、前記受信した選択信号に従って、選択された発振信号を
前記対応するドライバ信号出力端子対の前記第１及び第２の出力端子の一方に提供し、前
記対応するドライバ信号出力端子対の前記第１及び第２の出力端子の他方を前記基準電圧
に結合するように動作し得る、ＩＣ。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のＩＣであって、
　前記配路回路が、構成入力信号に従って前記選択信号を前記マルチプレクサに提供する
ルックアップテーブルを更に含む、ＩＣ。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のＩＣであって、
　前記構成入力信号を外部回路から前記ルックアップテーブルに提供する少なくとも１つ
の構成入力端子を更に含む、ＩＣ。
【請求項１７】
　請求項９に記載のＩＣであって、
　前記第２の出力信号が前記第１の出力信号から９０度位相シフトされる、ＩＣ。
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